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No. ４４９
令和元年７月

行
事
予
定

夏
季
吟
道
大
学
講
座

　

日
時　

７
月
20
日
（
土) 

開
会
10
時

　
　
　
　

７
月
21
日
（
日
）
開
会
９
時
30
分

　

場
所　

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
東
京

和
歌
吟
法
講
座

　

日
時　

７
月
29
日(

月) 

開
会
12
時
30
分

　

場
所　

横
須
賀
市
は
ま
ゆ
う
会
館

第
７
回
全
国
青
年
吟
道
大
会

　

日
時　

８
月
３
日(

土) 

開
会
11
時

　

場
所　

小
岩
ア
ー
バ
ン
プ
ラ
ザ

碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座　

　

日
時　

８
月
22
日(

木) 

開
会
12
時
30
分

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

第
10
回
尚
歯
会
神
奈
川
吟
詠
大
会

　

日
時　

９
月
８
日(

日) 

開
会
10
時

　

場
所　

横
浜
市
神
奈
川
公
会
堂

碩
心
会
秋
季
審
査
会

　

日
時　

９
月
14
日(

土) 

　

場
所　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館

神
静
地
区
吟
道
講
座

　

日
時　

９
月
22
日(

日) 

開
会
10
時

　

場
所　

三
島
市
民
文
化
会
館

全
国
優
秀
吟
者
吟
道
大
会

　

日
時　

９
月
23
日(

月) 

開
会
10
時

　

場
所　

メ
ル
パ
ル
ク
東
京

相
州
岳
風
連
合
吟
詠
大
会

　

日
時　

10
月
23
日(

水) 

開
会
10
時
15
分

　

場
所　

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ

詩
吟
と
の
出
会
い！
そ
し
て
今！

　
　
　
　

 　
　
　

経
理
部
長　

根
岸 

岳
啓

 

令
和
元
年
の
幕
が
開
き
ま

し
た
。

　

４
月
30
日
葉
山
町
主
催
に

よ
る
奉
祝
行
事
が
〝
し
お
さ

い
公
園
〟
で
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
生
憎
の
雨
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
我
が
紫
陽
花
支
部
で
は
み
ん
な
集
る
予

定
だ
っ
た
事
も
あ
り
急
遽
夕
食
会
と
な
り
ま
し
た
。
教
室

が
火
曜
日
（
昼
）、
水
曜
日
（
夜
）
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
仲
間
と
共
に
す
る
食
事
は
楽
し
く
意
義
あ
る
時

と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
又
、
昼
教
室
で
は
真
剣
に
お
稽

古
し
た
２
時
間
が
過
ぎ
る
と
、教
室
の
目
の
前
に
あ
る
「
ス

タ
バ
」
か
ら
仕
入
れ
た
飲
み
物
で
「
お
茶
」。
先
ず
は
吟
の

反
省
を
少
々
、
ま
じ
め
な
話
あ
り
、
お
腹
を
抱
え
て
の
笑

い
あ
り
、
と
話
が
尽
き
ず
心
通
わ
す
時
と
し
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
更
に
は
春
、
秋
の
審
査
会
が
終
わ
れ
ば
祝
合
格

と
称
し
て
火
、
水
合
同
の
談
話
の
場
が
作
ら
れ
、
吟
詠
談

義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

　

勉
強
は
真
剣
に
、
み
ん
な
仲
良
く
、
楽
し
い
詩
吟
を
と

の
紫
陽
花
支
部
の
雰
囲
気
の
中
で
共
に
勉
強
で
き
る
幸
せ

感
で
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
で
す
。

　

杉
山
先
生
か
ら
紫
陽
花
支
部
を
預
か
っ
て
６
年
、
戸
惑

い
な
が
ら
の
教
室
で
し
た
が
、
今
で
は
生
徒
の
皆
さ
ん
と

の
絆
は
固
く
何
物
に
も
代
え
が
た
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

人
見
知
り
す
る
私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
吟
歴
長

い
生
徒
さ
ん
、
そ
し
て
私
の
時
代
に
入
会
し
た
生
徒
さ
ん

は
ほ
ぼ
半
々
で
す
が
、
皆
さ
ん
す
べ
て
が
私
の
「
宝
物
」

で
す
。

　

思
え
ば
、
結
婚
し
て
同
居
の
義
両
親
が
毎
週
金
曜
日
の

夜
に
な
る
と
詩
吟
の
お
稽
古
に
通
い
、
査
定
前
に
な
る
と

詩
文
を
壁
に
貼
っ
て
懸
命
に
暗
記
し
て
い
た
の
が
思
い
起

こ
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
折
私
に
女
の
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。

大
喜
び
で
の
両
親
は
５
歳
に
な
っ
た
ら
詩
舞
を
習
わ
せ
る

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
今
は
亡
き
白
井
先

生
の
も
と
に
親
子
で
連
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
詩

吟
と
の
出
会
い
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
十
年
多
く

の
先
輩
、
先
生
、
そ
し
て
仲
間
が
私
を
詩
吟
大
好
き
の
人

間
に
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
は
詩
吟
が
私
の
人
生
を
心
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
詩
吟
に
〝
感
謝
〟
で
す
。
現
在
は
経
理
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
で
す
が
碩

心
会
発
展
の
為
に
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
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６
月
９
日
（
土
）
横
浜
市
金
沢
公
会
堂
に
於
い
て
標
記

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。開
会
が
告
げ
ら
れ
る
と
幼
年
・
小
学
・

中
学
・
高
校
生
を
代
表
し
て
５
名
が
壇
上
に
並
ぶ
。
マ
イ

ク
の
前
に
立
っ
た
の
は
幼
稚
園
児
。「
今
日
は
私
た
ち
の
大

会
で
す
。
お
父
さ
ん　

お
母
さ
ん
！　

お
じ
い
ち
ゃ
ん　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
！　

か
い
じ
ょ
う
の
み
な
さ
ん
！　

お
う

え
ん　

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
！
」
声
を
張
り
上
げ

て
開
会
宣
言
。
満
場
の
雰
囲
気
を
一
瞬
に
わ
し
づ
か
み
、

応
援
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
。

　

独
吟
コ
ン

ク
ー
ル
の
出

場
者
は
53
名
。

先
生
の
期
待

や
ご
家
族
の

応
援
を
背
に

何
れ
の
青
少

年
吟
士
も
立

派
な
吟
詠
、

誰
ひ
と
り
絶

句
す
る
シ
ー

ン
も
無
い
。

碩
心
会
か
ら

は
「
高
校
生
」

の
部
に
澤
木

翔
太
君
が
出

場
、
惜
し
く

も
賞
を
逸
し

第
28
回
神
奈
川
岳
風
連
合
会 

青
少
年
吟
詠
大
会

   　
　
　
　

 
青
少
年
部
副
部
長　

常
盤 

仙
風

　

実
行
委
員
長
と
し
て
初
め
て
の
仕
事
。
前
年
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
勉
強
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

○
12
月
１
日　

会
場
確
保

　

会
館
前
に
５
時
か
ら
並
ぶ
こ
と
を
企
画
部
３
人
で
申
し

合
わ
せ
を
し
ま
し
た
が
、
寒
風
吹
く
な
か
１
時
間
が
限
度

と
思
い
我
が
支
部
か
ら
１
人
応
援
を
得
て
４
人
体
制
で
挑

み
会
場
を
確
保
し
ま
し
た
。
原
始
的
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
役
場
が
抑
え
た
日
以
外
な
ら
、
一
番
に
並
べ
ば
確
実

に
取
れ
る
と
言
う
論
理
が
強
い
よ
う
で
す
。

　

余
談
で
す
が
来
年
の
初
吟
会
は
１
月
の
土
、
日
で
は
19

日
（
日
）
だ
け
し
か
一
般
開
放
日
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
抽
選
日
の
７
月
１
日
に
は
３
時
30
分
か
ら
並
び
何

と
か
確
保
し
ま
し
た
。（
前
年
は
１
月
の
一
般
開
放
日
が
ゼ

ロ
で
止
む
無
く
２
月
に
初
吟
会
と
な
り
苦
評
を
呈
し
ま
し

た
。）

○
３
月
18
日　

実
行
計
画
を
常
任
理
事
会
に
提
案

　

温
習
会
＝
お
さ
ら
い
会
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
先
ず
は
コ

ン
セ
プ
ト
。
な
る
べ
く
多
く
の
人
が
好
き
な
吟
題
で
の
び

の
び
と
吟
じ
て
頂
く
事
を
根
幹
に
企
画
し
ま
し
た
。
こ
の

為
に
前
年
あ
っ
た
吟
題
を
限
定
し
た
三
行
詩
の
競
吟
を
や

め
て
自
由
に
選
ん
だ
吟
（
題
）
を
独
吟
、
或
い
は
連
吟
で

発
表
す
る
事
を
方
針
と
し
て
常
任
理
事
会
に
提
案
し
ま
し

た
。
元
よ
り
吟
力
ア
ッ
プ
の
源
は
競
い
合
う
こ
と
で
あ
る

事
も
脳
裏
に
コ
ン
ク
ー
ル
も
取
り
入
れ
た
の
は
当
然
で
す
。

併
せ
て
高
齢
化
す
る
現
状
に
鑑
み
独
吟
に
は
演
台
を
用
意

し
ま
し
た
。

○
そ
し
て
当
日

第
38
回
碩
心
会
吟
詠
温
習
会
を
顧
み
て

    
６
月
21
日　

実
行
委
員
長　

中
山 

辰
風

　

自
分
が
選
ん
で
練
磨
し
た
吟
を
十
分
に
発
表
出
来
た
人
、

心
な
ら
ず
も
充
分
で
な
か
っ
た
方
、
或
い
は
競
吟
で
上
位

入
賞
し
た
チ
ー
ム
、
捲
土
重
来
を
期
し
た
組
等
結
果
は
そ

れ
ぞ
れ
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、
責
任
を
果
た

せ
た
と
思
え
る
事
は
一
人
の
ケ
ガ
も
な
く
幕
を
閉
じ
ら
れ

た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

○
思
う
こ
と
二
つ

　

一
つ
は
相
当
数
の
欠
席
者
が
あ
っ
た
事
で
す
。
気
候
変

調
も
あ
り
私
達
年
代
は
体
調
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
来
た

こ
と
も
認
識
し
、
様
々
な
施
策
、
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
そ
ん
な
気
が

し
ま
し
た
。

　

二
つ
に
は
、
一
般
の
方
の
ご
来
場
に
備
え
、
ご
芳
名
帳

を
受
付
に
用
意
し
ま
し
た
が
わ
ず
か
な
人
数
で
し
た
。
勿

論
記
帳
は
無
く
と
も
多
く
の
方
が
鑑
賞
に
見
え
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
み
ん
な
が
更
に
力
を
合
わ
せ
て
詩
吟
文
化

を
周
知
普
及
し
て
い
く
こ
と
も
大
事
か
な
と
思
っ
た
温
習

会
で
あ
り
ま
し
た
。 

た
が
次
世
代
を
担
う
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
吉
見

恵
理
さ
ん
と
春
流
君
が
「
家
族
吟
詠
」
に
出
場
、
可
憐
な

し
ぐ
さ
に
微
笑
を
誘
う
。

　

こ
の
大
会
は
受
付
か
ら
舞
台
、
進
行
に
至
る
ま
で
、
総

て
子
供
た
ち
の
手
で
行
わ
れ
大
人
は
裏
方
。
主
催
者
挨
拶

で
内
山
岳
青
総
本
部
理
事
は
「
子
供
の
素
直
な
表
現
、
可

能
性
に
大
人
は
敵
わ
な
い
」
と
期
待
の
讃
辞
。　

朝
の
天

気
は
梅
雨
模
様
な
が
ら
帰
途
の
気
分
は
晴
れ
や
か
、
思
わ

ず
口
遊
む
「
朗
詠　

新
田
興
」
の
詩
文
。

　
声
気
堂
堂
志
可
尋
　
高
低
長
短
又
淵
深

　
朗
吟
今
古
先
賢
賦
　
一
片
千
秋
天
地
心
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５
月
25
日
（
土
）、
小
田
原

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い

て
、
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
午
前
に
師
範
吟
詠
、
午

後
に
合
吟
競
吟
と
講
話
会
が
行

第
７
回 

全
国
俳
諧
歌
吟
詠
大
会

　
　

７
月
２
日　

長
野
県
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

本
大
会
に
は
、碩
心
会
か
ら
総
勢
16
名（
男
子
合
吟
５
名
、

女
子
独
吟
１
名
、
女
子
競
吟
10
名
）
が
参
加
し
た
。
前
日

の
７
月
１
日
に
上
諏
訪
駅
に
下
り
立
ち
２
日
の
大
会
に
備

え
、
ホ
テ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
前
に
個
々
で
近
場
を
散

策
。
そ
の
後
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
借
り
て
16
名
で
最

後
の
仕
上
げ
を
し
た
。

　

俳
諧
歌
は
、
日
本
詩
吟
学
院
に
於
い
て
ま
だ
新
し
い
分

野
で
、
祖
宗
範
の
木
村
岳
風
先
生
生
誕
の
地
で
あ
る
長
野

県
を
皮
切
り
に
全
国
に
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
毎
年
こ
の
地

で
研
修
会
が
行
わ
れ
、
７
月
１
日
の
岳
風
忌
の
翌
日
俳
諧

歌
の
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
俳
諧
歌
は
「
狂
歌
」
と
称

し
た
時
代
も
あ
っ
た
。
現
在
、
私
た
ち
は
一
茶
の
残
し
た

作
品
の
多
く
を
、
和
歌
詠
み
の
決
め
ご
と
に
従
っ
て
、
滑

稽
の
発
想
、
言
葉
遊
び
の
技
を
学
び
つ
つ
吟
じ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
馴
染
の
少
な
い
俳
諧
歌
は
「
滑
稽
味
」
を
如
何

に
出
し
て
吟
ず
る
か
体
得
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ

る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
度
第
７
回
目
の
大
会
か
ら
競
吟
・
合

吟
の
題
が
変
わ
っ
た
。
第
６
回
ま
で
は
「
老
木
桜
」
で
あ
っ

た
が
、
今
年
か
ら
「
子
を
思
ふ
」
に
な
っ
た
。
碩
心
会
と

し
て
昨
年
初
め
て
競
吟
・
合
吟
に
参
加
。
今
年
も
ほ
ぼ
昨

年
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
申
し
込
み
。
３
月
～
６
月
の
月
曜

日
に
上
村
先
生
の
指
導
の
も
と
練
習
に
励
ん
だ
。
週
１
回

全
員
参
加
で
練
習
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
も
あ
っ
た
が
、

個
々
の
努
力
が
あ
っ
て
大
会
当
日
は
無
事
全
員
参
加
し
て

吟
じ
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

当
日
出
吟
は
、
独
吟
49
、
合
吟
21
、
競
吟
・
独
吟
が
58
、

競
吟
・
合
吟
が
18
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
大
会
の
特
徴
は
、

地
元
企
業
の
後
押
し
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
特
徴
あ
る
賞
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
東
北
・
長
野
・
北
陸
と
北
の
地
方
の

方
や
グ
ル
ー
プ
が
大
き
な
賞
を
多
く
獲
得
。
神
静
地
区
は

苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
が
、
さ
が
み
岳
風
会
と
駿
河
岳
風
会

が
競
吟
・
合
吟
で
特
別
賞
を
戴
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

１
泊
２
日
の
道
中
で
の
親
睦
が
深
ま
り
、
多
く
の
思
い

出
が
残
っ
た
。
今
後
、
碩
心
会
の
中
で
取
り
組
み
が
進
み

「
旅
を
し
な
が
ら
俳
諧
歌
を
学
び
・
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

ら
良
い
な
」と
思
い
な
が
ら
帰
路
に
つ
い
た
。（
小
菅
岳
倖
）

有
友
会
長 

湘
南
ビ
ー
チ
Ｆ
Ｍ
に
出
演
し
て

　

６
月
19
日(

水)

会
長
が
湘
南
ビ
ー
チ
Ｆ
Ｍ
の
番
組
に
出

演
。
森
川
い
つ
み
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
対
談
し
、
碩
心

会
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

碩
心
会
は
現
在
１
８
３
名
の
会
員
が
、
葉
山
８
、
逗
子

11
の
教
場
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
。
小
中
高
の
青
少
年
も

少
な
い
が
い
る
こ
と
。
詩
吟
は
漢
詩
だ
け
で
な
く
和
歌
・

神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会

　
 　

　
　
　
　
　

酔
吟
支
部　

品
川 

榮
岳

俳
句
・
俳
諧
歌
・
近
代
詩
等

も
吟
ず
る
こ
と
。詩
吟
を
や
っ

て
い
て
良
い
と
こ
ろ
は
、
声

を
出
す
こ
と
に
よ
り
健
康
に

良
い
こ
と
。
年
齢
と
共
に
声

が
出
な
く
な
る
が
、
詩
吟
を

や
っ
て
一
・
二
年
す
る
と
見
違

え
る
よ
う
に
声
が
出
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
温

わ
れ
ま
し
た
。

　

師
範
吟
詠
に
は
、
碩
心
会
か
ら
準
師
範
の
部
に
黒
田
岳

慶
さ
ん
が
「
後
夜
聞
佛
法
僧
鳥
（
空
海
）」
と
小
泉
岳
貴
さ

ん
が｢

田
園
座
興
（
伊
藤
東
涯
）｣

、
師
範
の
部
に
磯
村
岳

朋
さ
ん
が
「
憶
母
（
頼　

山
陽
）」
を
、
情
感
を
込
め
て
詠

じ
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
挨
拶
で
は
、
大
山
岳
莊
先
生
が
祖
宗
範
木
村

岳
風
先
生
の
生
誕
１
２
０
周
年
の
記
念
す
べ
き
今
年
、
一

人
で
も
多
く
の
指
導
者
、
後
継
者
が
育
成
さ
れ
、
ひ
と
つ

で
も
多
く
の
教
場
を
開
く
こ
と
が
、
吟
道
の
隆
盛
に
つ
な

が
る
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

合
吟
競
吟
に
は
、
碩
心
会
か
ら
自
分
を
含
め
た
10
人
が

挑
み
、
半
年
間
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、｢

松
前
城

下
作
（
長
尾
秋
水
）｣

を
、
声
を
揃
え
て
高
ら
か
に
吟
じ
ま

し
た
。
ご
指
導
下
さ
っ
た
上
村
岳
章
先
生
よ
り
、
今
ま
で

練
習
し
て
き
た
中
で
一
番
良
い
出
来
で
あ
っ
た
と
の
評
を

頂
き
、我
々
の
心
に
淡
い
期
待
が
よ
ぎ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

結
果
発
表
で
審
査
委
員
長
内
山
岳
青
先
生
か
ら
我
々
の
番

号
は
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
後
の
講
話
会
、
講
師
大
山
岳
莊
理
事
長
に
よ
る
「
宿

新
潟
（
吉
田
松
陰
）」
は
、
感
情
の
こ
も
っ
た
吟
詠
と
具
体

的
な
解
説
に
よ
る
、
吉
田
松
陰
と
い
う
偉
人
の
人
と
な
り

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。



ー 4 ー

令和元年７月現在 会員数
　逗子地区 ９９名
　葉山地区 ８４名
　合　　計 １８３名

編

集

後

記

　

今
年
の
俳
諧
歌
吟
詠
大
会
の
競
吟
合
吟

の
部
の
課
題
吟
は「
子
を
思
ふ
」で
あ
っ
た
。

籠
伏
せ
さ
れ
た
巣
鳥
を
思
い
「
闇
や
か
わ

ゆ
い
、
か
わ
ゆ
い
」
と
18
チ
ー
ム
が
代
わ

る
代
わ
る
鳴
き
あ
か
し
て
吟
を
競
い
合
っ

た
。
七
つ
の
子
を
山
に
も
つ
カ
ラ
ス
の「
か

わ
い
、か
わ
い
」
と
違
っ
て
「
か
わ
い
そ
う
、

か
わ
い
そ
う
」
と
鳴
け
る
哀
れ
さ
の
表
現

が
勝
負
の
決
め
手
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

碩心 （せきしん）（ No.449）

会　員　の　う　ご　き
６月 1 日付け )
  193  山

やまもと
本　実

みのる
( 東伏見 )

　　　  葉山町堀内 紹介者 上村岳章

習
会
、
レ
ッ
ツ
詩
吟
、
夏
期
吟
道
講
座
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

番
組
の
音
声
は
碩
心
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
試
聴
し

て
下
さ
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
森　

晶
風
）

令
和
に
新
総
伝
者
（
２
名
）

幸
和
支
部　
田
口
岳
綾

　

ち
ょ
っ
と
し
た
ご
縁
で
詩

吟
を
始
め
て
十
数
年
。

　

趣
味
で
始
め
た
詩
吟
、
今

で
は
私
に
と
っ
て
詩
吟
は
ラ

役
員
合
同
会
議
開
か
れ
る

  　
　
　

６
月
４
日　

葉
山
港
管
理
事
務
所

　

令
和
元
年
度
の
第
１
回
目
の
役
員
合
同
会
議
が
正
副
会

長
、
顧
問
、
常
任
理
事
、
監
事
、
参
与
、
及
び
参
事
の
出

席
の
下
開
催
さ
れ
た
。

　

有
友
会
長
よ
り
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
次
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

① 

功
労
者
表
彰
の
二
人
の
予
定
者
の
件

② 

相
州
岳
風
連
合
の
組
織
変
更
の
件

③ 

神
奈
川
誠
吟
会
の
会
長
、
副
会
長
変
更
の
件

④ 

認
証
団
体
と
し
て
「
よ
こ
す
か
海
星
吟
詠
会
」
が
神
奈

　

川
岳
風
連
合
会
に
加
入
す
る
件

⑤ 「
吟
道
修
学
院
」
第2

期
生
と
し
て
菊
池
岳
世
さ
ん
が
卒

　

業
し
た
件

⑥ 
碩
心
会
主
管
の
神
静
地
区
師
範
吟
詠
大
会
が
滞
り
な
く

　

終
了
し
た
件

　

引
き
続
き
行
事
予
定
の
報
告
と
、
今
後
の
課
題
と
し
て

次
の
２
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

① 「
審
査
課
題
吟
集
」
の
改
定
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

② 

会
員
10
％
増
加
対
策

　

各
部
長
、
地
区
長
の
報
告
後
、　

次
の
質
疑
・
要
望
等
が
あ
っ
た
。

① 

各
支
部
へ
の
連
絡
網
の
整
備
と

　

連
絡
の
徹
底
。

② 

碩
心
会
会
員
以
外
に
も
そ
れ
と

　

分
か
る
名
称
の
使
用　
（
例
：
温

　

習
会
→
お
さ
ら
い
会
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

祐
風
）

昇
伝
段
位
認
許

(

令
和
元
年
７
月
１
日
付)

九
段
（
４
名
） 

77
坂
上
城
岳 

78
吉
田
千
岳

　

79
田
邉
無
岳 

80
乗
松
力
岳 

 

十
段
（
５
名
） 

70
根
岸
奏
岳 
71
松
木
之
岳

　

72
吉
原
益
岳 

73
石
渡
美
岳 

74
佐
藤
夫
岳

総
伝
（
２
名
） 

55
水
留
岳
裕 

58
田
口
岳
綾

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
一
部
で
す
。

　

こ
の
度
総
伝
の
お
話
を
頂
き
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
と
し

て
お
受
け
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

御
指
導
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、
大
切
な
教
室

の
友
人
に
感
謝
し
つ
つ
、
一
日
で
も
長
く
健
康
で
吟
の
道

を
精
進
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

紫
陽
花
支
部　
水
留
岳
裕

　

こ
の
度
は
総
伝
位
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
が
詩
吟
を
始
め
た

の
は
25
年
前
、
故
矢
嶋
先
生

に
勧
め
ら
れ
入
会
い
た
し
ま
し
た
。
詩
吟
は
む
ず
か
し
い

印
象
が
あ
り
と
て
も
不
安
で
し
た
。
で
も
、
こ
こ
ま
で
長

く
詩
吟
を
続
け
ら
れ
た
の
も
、
先
生
方
諸
先
輩
教
室
の
皆

様
の
お
陰
だ
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
詩
吟
は
歴

史
を
知
り
声
を
出
し
健
康
に
も
良
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
吟
は
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
初
心
に

戻
り
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ど
う

高
橋
岳
之
さ
ん
合
祀
さ
れ
る

  　
　
　
　
　

 　
瀞
朗
支
部　

磯
村 

岳
朋

　

令
和
元
年
７
月
１
日
、岳
風
忌
に
て
高
橋
岳
之
さ
ん
（
前

副
会
長
）
が
吟
魂
碑
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
野
県
地
蔵
寺
山
の
祖
宗
範
木
村
岳
風
先
生
と
大
勢
の

同
志
と
共
に
祀
ら
れ
、
未
来
永
劫
、
吟
魂
碑
の
中
で
守
ら

れ
る
事
で
し
ょ
う
。
吟
友
と
共
に
安
ら
か
成
れ
。

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


